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20世紀の非リアリズム小説では，現実世界に実在する，既に知られている事物や事件に関する

記述が，読者の現実知識から故意に大きく逸脱することがある。慣習からのそのような逸脱によ

って，リアリズム小説の慣習がどのように可視化されるのか，そしてそこではいかなる想像力が

機能しているのか，これがこの論文の主題となる。現実の事件の例として第2次世界大戦をとり

あげるが，この主題は，複数の作品を並べて読んでいく際に，それらの作品が，同一の歴史的現

実を反映しているほうが，その反映の仕方の違いが判り易い，という理由で選んだものである。

1．リアリズム

まず，この論文の中ではどういうものをリアリズム小説と呼ぶか，ということを規定する。

マリスカ・コープマンは，プロットの主題が「伝統から切り離されていて」，つまり「超自然

的な要素を含まない」Pことと，作中人物の行為が「時間と空間の中できちんと画定された，明

確な枠の中に設定されている」2）ことを，リアリズムの物語の特徴のうちに数えている。

二つの特徴のうち前者，つまり超自然的要素の排除は，クリストファー・ナッシュがリアリズ

ムの発想をいろいろと述べている中で，リアリズムは「現実世界で過したわれわれの体験，とく

に歴史学や科学の手続きによって例証されたような体験から見て，もっとも蓋然性の高いものを

提示する」3）ことをフィクションの目的としている，と述べているのに相当する。また後者つま

り虚構世界と現実世界との地続き性は，「小説の登場人物が直接出てくるもろもろの『histoires』

の背後に常に」，「一つの『extra　histoire』一既に書かれてしまっている『histoire』，つまり，

『一般常識』であったりすでに確証可能であったりするような，我々が『本当だと知っている』

一個の『所与』の体系」が必然的に存在していて，そのお蔭で「フィクションの実体一あるい

は実体性一が，我々の世界という，より大きな世界の中に，我々から見て実証的に，のみなら

ず地続きに，根を下ろすことができる」のだと述べているのに相当する。『赤と黒』『人間喜劇』

『罪と罰』のメインプロットは，作中に「ナポレオン」に対する指示・言及があることによって，

はじめて理解できるものになる，というのだ4）。

両者がそれぞれ挙げた二つの特徴のうち最初のものは，物語を動かす力が読者の近代的世界観

115



現代小説における架空の歴史一トゥルニエr魔王1，グラック『シルトの岸辺』，クノー『はまむぎ』と第二次世界大戦一

と矛盾しないようにすることによって，真実らしさを保証する。このとき読者の現実世界とリア

リズム小説の世界とは，同じ法則に従う均質な世界である。これは，小説が，啓蒙時代の終りか

ら実証科学の時代にかけて発展した，近代の産物であることと無縁ではない。これはリアリズム

小説の性質を規定する特徴であり，その性質は通常，物語の筋に現れる。

二つ目の特徴は，テクスト外の既知の指示対象を物語世界に効率よく取り込むために，固有名

詞，年代・日付を正確にちりばめることによって，物語世界が読者自身の現実世界のどこかにお

さまるようにすることだ。このとき読者の世界と主人公の世界とは，ともにより大きな歴史世界

の一部どうしという，換喩的な関係にある。小説が発展する際に，ジャーナリズムの発展という

社会上の条件が大きく寄与したことを考えれば，当然の特徴である。登場人物は架空だが，それ

を取り巻く環境は，現に特定の地域や時代を正確に反映していると読者に思わせようとしたのだ。

つまりこれはリアリズム小説の舞台となる世界の位置を規定する特徴であると言える。

ここで第二の特徴を虚構世界と現実世界との換喩的関係と規定したことについて補足しておき

たい。ロマン・ヤコブソンは，相似性に依拠する隠喩的思考と隣接性に依拠する換喩（ヤコブソ

ンの文脈では提喩も広義の換喩に含まれる）的思考について考察し，失語症の症例では，どちら

か一方に異常が出ると，もう一方が前面に出てくるとモデル化した。たとえば隠喩的思考（相似

性）が損傷されると，「独身者」を「未婚の人」と言い換えることができなくなったりするし，

換喩的思考（隣i接性）の働きによって「トースター」の代りに「食べる」と言ったりする5）。逆

に換喩的思考が損傷されると，たとえばToussaintのような複合語を理解・発話できるのに語根

toutやsaintは理解も発話もできなかったり，隠喩的思考の働きによっぞ「顕微鏡」の代りに「望

遠鏡」と言ったりする6）。これらのことから彼はこの二つの思考を，人間の言語的思考の相補的

な両輪として位置づけ，隠喩を詩やロマン主義や象徴主義に，換喩を散文やリアリズムに親和す

るものと位置づけ，フロイト『夢判断』の夢の表象変換システムのうち同一化と象徴化を隠喩に

よるもの，転移と圧縮を換喩によるものと論じ，さらにフレイザー『金枝篇』における共感呪術

のうち，雨乞いのために太鼓を叩いて雷鳴を模倣するなどの模倣的呪術を隠喩的思考の産物，呪

う対象となる人の髪や爪などを必要とする伝染性呪術を換喩的思考の産物と整理している7）。

隠喩と広義の換喩とを人間の思考の両輪と見なすことは，本稿の議論，とりわけトゥルニエと

グラックとの方法を対照的なものと位置づける第2，3節の土台となる重要なモデルになる。ま

た換喩と提喩とが密接な関係にあって，両者併せて隠喩との対立項を形成していることも，我々

は大筋では認める立場にある。けれどもヤコブソンにおける，さらにはツヴェタン・トドロフや

ウンベルト・エーコにおける換喩と提喩との伝統的混同の継承8｝には，不満が残る。本稿では換

喩をもう少し限定して定義し，提喩とは区別しておきたい。

グループμは，物理的大小関係すなわち「部分と全体」の区別に基づき，接続詞「及び」によ

って構成されるH型分解（・arbre＝branches　et　feuilles　et　tronc　et　racines．．．・）と，意味論的大小

関係すなわち「種と類」の区別に基づき，接続詞「あるいは」によって構成されるΣ型分解

（・arbre＝peuplier　ou　chene　ou　saule　ou　bouleau．．．・）とを区別した9）。青い髭を持つ人物を青髭

と呼ぶのは部分をもって全体を表すrI型の喩であり，白髪混じりの頭髪を「髪に白いものが混じ
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る」と表現するのは類をもって種を表すΣ形の喩である。ここまではよかったのだが，佐藤信夫

が批判するとおり，「彼らは，nとΣを分けた上で，なおかつH様式の全体と部分においてもま

た意味の大小関係は本質的に重要であると思い込んでしまった」ゆ。せっかく明晰に分類してお

きながら，グループμは，「船の航海性は舵にあるのであって，船室にはない」mなどといった

スコラ的議論を踏み迷ってしまうのである。本稿では佐藤に従い，rI型を換喩，Σ型を提喩と見

なすことにする。

リアリズム小説の内容面が上記二つの特徴を持っているということは，非リアリズム小説の内

容面は，基本的にはこの二つの特徴の一つ一つから逸脱する可能性があるということである。つ

まり，第一の特徴を否定して，現実にはありえないものや現象が出てくるばあいと，第二の特徴

を否定して，現実世界の中に設定できない世界を舞台としているばあい，という二つの方向を考

えることができる。もちろん一つの作品が両方の特徴を否定するケースもある12）。

2．トゥルニエ『魔王』

第二次大戦を非リアリズム的にあつかった作品は数多いが，そのような作品の大半はたいてい，

いわゆる「歴史小説」というジャンルのスタンスを相対化するタイプの小説だ。ミシェル・トゥ

ルニエの『魔王』をここでとりあげるのは，これがリアリズムの第一の特徴から逸脱している例

だからだ’3）。

主人公アベル・ティフォージュは強度の妄想にとり葱かれた倒錯者である。この性格は聖クリ

ストフ学院に通っていた少年期にすでに形成されていた。主人公たちは，学校の礼拝堂で日曜の

ミサに出席中に，ガソリンに引火させて，ボヤ騒ぎを起こしてしまう。ティフォージュ少年は学

院の懲罰委員会に呼び出しを食らい，そこに出頭する前の晩に，礼拝堂にいる自分の周囲で火炎

が燃えあがる，という恐ろしいイメージに取りつかれる。ところが翌日登校すると，学校が本当

に火事になっている。

Personne　ne　flt　a㏄enti・n　a　moi，　et　le　devais　faire　ainsi　ce　lour－1a　la　premiさre　existence　de　Pincroyable

c6cit6　des　autres　au　signe　fatidique　qui　me　distingue　entre　tous．　Il　6talt　donc　possible　d’ignorer　la

relation　6vidente，6clatante　qui　unissait　cet　incendie　et　mon　destin　personnel！Ces　hommes　stupides

qui　s’appretaient　a　m’6craser　pour　une　peccadille－dont　l’ξtais　de　surcroft　innocent－ne

reconnaitraient　lamais，　quand　meme　le　leur　hurlerais　la　v6rit6　en　pleine　face，　la　part　que　l’avals　dans　le

chatiment　qui　venait　de　frapper　Saint－Christophe！14）

自分がこの火事の原因なのに，だれも気がついていない，というのが彼の解釈である’5）。ティ

フオージュは，前夜の悪夢と今朝の火事とを「原因と結果」というペアとしてとらえることによ
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って，自分のライフストーリーを偏執狂的に再構築し，自分の個人的な運命と世界の動きとの間

に照応関係を見出す。

『魔王』という小説の中では，ティフォージュのこの性癖が客観的な視点から相対化されるこ

とはない。つまり主人公が作り上げる解釈が，『魔王』という小説全体のストーリーとしての権

利を主張しはじめる。主人公はただの妄想狂のようでもあり，一般人には見えない象徴的な真実

を見抜くことができる選ばれた人間のようでもある1°。語り手が客観的な視点から介入せずに，

主人公が自らの怪しげなヴィジョンを読者に直接提示することで，幻想的な物語を構築できると，

作者自身も自伝で，自作『魔王』のこの場面を引き合いに出して述べている。

Pour　laisser　libre　cours　a　la　folie　raisonneuse　et　syst6matique，　rien　de　tel　que　de　donner　directement　la

parole　aux　personnages．　Alors　le　lecteur　se　trouve　tete　a　tete　avec　un　homme　qui　s’explique，　il　est

expos6　de　plein　fouet　a　sa　force　de　conviction，　tandis　que　l’auteur　cach6，　effacξi，　louit　en　voyeur　de　ce

face　a　face．　Et　c’est　le　seul　biais　a　ma　connaissance　qui　donne　toutes　ses　chances　au　fantastique　sans

porter　atteinte　au　parti　pris　de　r6alisme．　En　effet　lorsque　P6colier　Abel　Tiffauges　ayant　fait　des　v（£ux

pour　que　brαle　le　collさge［＿】voit　br血ler　en　effet　ce　meme　collさge，　il　est　tout　naturel　qu’il　ne　songe　pas

un　instant　a　une　coincidence，　et　qu’n　considさre　une　intervention　d61ib6r6e　du　destin　comme　la　seule

interpr6tation　possible．17）

ところが，『魔王』では，このような語りの構造に，個別の歴史的事実が飲み込まれていくと

いうことがおこる。複数の研究者が指摘するように，これは20世紀小説ならではの現象だ181。

成人した彼はドイツ軍の捕虜となり，カルテンボルンにあるナチの陸軍幼年学校でヒトラーユ

一ゲント候補の少年たちの世話をすることになる。この仕事は倒錯者ティフォージュにとってた

いへんやり甲斐のある仕事だ。例えば，幼年学校では少年たちが一斉に丸坊主にされるのだが，

彼は散髪のゴミとして発生した大量の髪の毛で，枕やマットレスを作らせたりする。

ところがのちに，アウシュヴィッツの生き残りの少年から，収容所では処刑したユダヤ人の髪

の毛を再利用していた事実を知らされ，その対応関係にショックを受ける。これに限らず，自分

の倒錯的な性癖や行為が全て，非常にグロテスクな形でアウシュヴィッツで行われていたという

ことを知らされる。この6項目の対応関係を表に記す。

主人公の性癖・行為（虚構） アウシュヴィッツでの出来事（史実）

お気に入りのログハウスを「カナダ」と呼ぶ 処刑された人たちの私物用の倉庫を「カナダ」

（P．266） と呼ぶ（P．556）

双生児の優生学的研究（p．447）
メンゲレ博士によって同時に薬殺された双生児

の解剖（P．559）
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少年たちの点呼（p．506） 拷問としての点呼（p．557）

少年たちの毛髪の再利用（p．511） 処刑された人たちの毛髪の再利用（p．557）

収容された人たちを殺すためのドーベルマン
入学生を見つけるためのドーベルマン（p．459）

（p．558）

シャワー室での入浴（p．516） シャワー室状のガス室での処刑（p．558）

つまりカルテンボルンでティフォージュが，善なるもの価値あるものとして個人的にやってい

たことが，アウシュヴィッツによって悪意的に再生産されたように，主人公には見えるのである191。

ここでは，アウシュヴィッツでの大量虐殺という歴史上の現実が，やはり一個人の宿命との象徴

的対応関係のもとにとらえられている。

コープマンはトゥルニエのこのような手法について，非現実が現実として提示される古典的幻

想小説とは逆に，トゥルニエは現実を非現実的なものに変化させる，と述べている2°｝。古典的幻

想小説では，不思議な出来事が主人公の身に起こるのだが，その不思議な出来事は作者が作り出

したものだ。ところがトゥルニエのばあい，不思議な出来事として史実をそのまま起用する。と

きにはニュルンベルク裁判の記録まで引用している。たとえばナチの御用学者が「ユダヤ・ボル

シェヴィキ人種」の人頭標本150個を瓶詰めにして番号を打ったものが出てくる場面2Pなどは，

これが18世紀末，19世紀初頭の暗黒小説なら，さしずめ作者が想像力の限りを尽して書いた場面

であったはずである。しかしこの酸鼻を極めた記述それ自体に関して，トゥルニエがそのような

意味での想像力を一切使用していないのは明白だ。この記述についての作者自身の註によって，

この記述が・Proc6s　de　Nuremberg，　t．　XX，　P．566　et　ss．》221に全面的に依拠したものであり，つま

り歴史上の事実であることが明らかになるからである。

『魔王』はこの方法で，歴史小説と幻想小説という二つのジャンルと結びつきながら，同時に

その二つから自らを切断していく。リアリズムの第一の特徴から逸脱する伝統的な幻想小説のク

ライマックスに相当する場面（複数）に，『魔王』では史実を起用している。そうすることで，

つまり，むしろリアリズムの第二の特徴，つまり虚構世界と現実世界との換喩的関係を補強する

ことによって，逆説的に読者の世界観，歴史観を危機に曝すのである。

3．グラック『シルトの岸辺』

これに対して，リアリズムの第二の特徴を否定して，現実世界の中に設定できない世界を舞台

に選び，第二次世界大戦を描くとは，どういうことだろうか。異世界を舞台としていたら，そこ

で起っている戦争は第二次大戦ではありえないはずだ。しかし異世界を舞台に描かれた架空の戦
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争でも，条件さえ整えば読者がそこに第二次大戦の反映を読み取ってしまうことがあるのではな

いだろうか。つまり，記述されている戦争自体は，意味論上は現実の第二次世界大戦ではないに

もかかわらず，読者が隠喩あるいは寓話として第二次世界大戦の反映を読み取ってしまう，とい

うタイプの小説だ。

第一の特徴から逸脱する『魔王』のような小説は，幻想小説の手法で歴史小説を相対化するも

のだったが，いっぽう第二の特徴から逸脱するジュリアン・グラックの『シルトの岸辺』は歴史

をいわば寓話化するものといえる。『魔王』では，作中の出来事の因果関係に超自然的要素が介

入するため，筋の面でリアリズムから逸脱する。『シルトの岸辺』ではこれとは異なり，筋の展

開自体には超自然が介入しないが，舞台となる世界を現実世界の時間，空間のいつ，どこに位置

づけていいのかがわからない，というよりも意図的に位置づけを拒絶するという点でこそ，リア

リズムから逸脱している。

『シルトの岸辺』は，オルセンナ共和国の士官アルドーが，南部の辺境の砦に赴任する話だ。

国の南はシルトの海で，対岸はファルゲスタンという国であり，両国は300年にわたって，公式

上は戦争状態にあるのだが，実はオルセンナ政府も相手国のことをよく解っていない。海上交通

は長きにわたって麻痺しており，しかも両国ともに武器を取って戦う意志もなく，かといって和

解にむけて法的手続きを踏もうという気もとうに失せているお）。

物語世界には自動車やモーターボートが存在しているが，それ以外の要素はきわめてイタリ

ア・ルネサンス的な意匠に満ちている。たとえば人名（Aldo，　Fabrizio，　Giovannl，　Aldobrandi，

Vanessa，　Marino，　Danielo）や地名（冒頭の・la　rue　San　Domenico・凶など）の綴りは言うに及ば

ず，地形や社会風俗の記述（たとえば・loutes　platoniques　des　Acad6mies，　qui　fleurissent　a

Orsenna　a　mesure　que　le　S6nat　s’y　vide・葛）といった），イタリア・ルネサンスゆかりの実在人物と

オルセンナとの密接な関係への言及26）も一体となって，ヴェネツィアやフィレンツェを思わせる

ものとなっている。さらに歴史的状況の開示によって読者は混乱させられる。たとえば・SUCC6S

de　ses　armes　contre　les　Infid登les・がオーストリア，バルカン諸国，スペインを，・b6n6fices

fabuleux　de　son　commerce　avec　POrient・はイベリア諸国を27），また・temps　o心les　Arabes

envahirent　la　r6gion・はスペインやバルカン諸国を，・invasion　mongole・は中欧・東欧全域を思

わせるからである認｝。このギャップのせいで，マルク・プロソーが指摘しているとおり，読者の

歴史知識の中にこの二つの国をおさめるべき空白が見つからない29｝。第一，歴史小説で何より大

事なものである具体的な年代も明記されていない。

またミシェル・モンバランの指摘にもあるとおり，地名自体が実在でありながら，実情とは違

う使い方をしている例が多く，しかもその時代がばらばらなため，地理的にも歴史的にも位置が

まったく確定できない3°》。そもそもシルトというのが古代北アフリカのシドラ湾をさすのだが，

それとはまったく違う使い方をされている。本来ならそれぞれトスカナの平原，アンダルシアの

山，ユーゴスラヴィアの町，コルシカの町，フェニキアの港，死海沿岸の地名，古代ペルシアの

都市を指示するはずのマレンマ，サグラ，ゼンタ，ボルゴ，サレプタ，エンガディ，ラゲスも同

断である。Tシルトの岸辺』ではこのように，固有名詞を架空のものにするだけでなく，現実と
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違う使い方をしたりすることで，史実からも通常の歴史小説からも絶縁しようとしている。

両国が睨み合っている状態の記述は，国籍不明の設定，見えない敵，いつまでも続く待機，突

然の破局，といった点で，1939年から40年にかけての，独仏両国間の膠着状態，いわゆるdr61e

de　guerre「奇妙な戦争」を想起させる。ピエール・ジュールドによれば，『シルトの岸辺』を書

くにあたり，「奇妙な戦争」に触発された，という発言を作者自身がしているという311。ジュール

ドはこのことから，グラックが「歴史の悲劇」の一典型を描くために，架空の空間を用意してい

ると論じている。

L’int6ret　du　cho三x　d’un　espace　imaginaire　dans　LθRゴ〃4gθ6θ5∫yπθ5　consiste　en　fa孟t　a　d6gager

1’6v6nement　de　son　caractさre　individuel，　dat6．【＿】en　d6pit　de　leur　importance，　elles［＝les

ressemblances　et　les　r6f6rences　a　PHistoire　r6ellel　ne　nous　fournissent　de　c16s　d6cisives　ni　pour　un　heu，

ni　pour　un　temps．　En　d6finitive，【．．」Orsenna　et　le　Farghestan　ne　sont　pas　situables，　ils　n’ont　pas　de

voisins　et　gu6re　de　pass6　rep6rable　en　dehors　de　la　maigre　histoire　de　leurs　affrontements．［＿】

Cet　isolement　ourdi　par　Gracq，　cette　r6duction　a　Pessentiel　permettent　de　d6gager　un吻04δ1θau

sens　scientifique　du　terme，　c’est－a－dire　la　repr6sentation　sch6matique　d’un　processus．　Telle　nous

semble　etre　ici　la　fonction　de　Pespace　imaginaire：disposer　le　lieu　id6al　pour　une　trag6die．　Celle－ci

n’est　pas　charg6e　d’illustrer　une　6poque　ou　un　fait　pr6cis，　mais　ce　processus　fondamental　de

Phist・ire［＿】．32’

このとき，「フランス軍とドイツ軍とは膠着状態にある」という命題と，「オルセンナ軍とファル

ゲスタン軍とは膠着状態にある」という命題とは，同じ類に属する二つの種ということになる。

記号論的に言えば，同じタイプtypeの二つのトークンtoken（occurence）ということだ。『魔王』

では，読者にとって既知の歴史上の固有名が，読者の歴史知識とは違った動き方をしていたのに

対し，『シルトの岸辺』の二つの国は，フランスでもドイツでもないのに，読者が知っているフ

ランスとドイツの動きを誇張して演じているかに見える。言い換えれば『魔王』が第二次世界大

戦の特異さを軸にして成立していたのに対し，『シルトの岸辺』は，悲劇という概念の一つの実

現としてオルセンナ・ファルゲスタン戦争を提示し，読者は必然的に第二次大戦をもう一つのト

一クンとして想起せざるを得ない。

このように考えるど，『シルトの岸辺』と第二次大戦との関係は，ウンベルト・エーコが隠喩

のメカニズムについて述べているものに近い。エーコが論じるとおり，属性a，b，　cを備えた意味

単位xと，属性c，d，　eを備えた意味単位yとが，共通する一つの属性cをもとにして，属性a，　b，　c，

d，eを備えた未知の意味単位の存在を許すとき，　xとyとのあいだに隠喩的関係が生じ，このとき

「詩的隠喩は認識の一手段となりうる」のである謝。

これはつまり，「属性cを有するもの」という類（仮にCとする）の下位項目としてxとyがあ

ると考えることである。このときxとC，yとCはそれぞれΣ型の関係，つまり提喩的関係にある

（C＝xouyoし』．．）。ここでは，「歴史の悲劇＝オルセンナ・ファルゲスタン戦争または独仏の『奇
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妙な戦争』または…」となる。

たとえば白髪になることを「頭に白いものが混じる」という提喩は，「白髪」という種xから白

いという属性cを持つ「白いもの」という類Cへの提喩的上昇であった。いっぽう同じ意味の隠
かしら

喩「頭に霜を戴く」では，いったん上昇したのちに同じ類に属する「霜」という種yへの提喩的

下降を行ったものである。つまり，隠喩を基本的には提喩の二乗と定義づけた佐藤信夫34）のモデ

ルに照らしてみても，『シルトの岸辺』は史実を隠喩化し，その特権性・一回性を相対化すると

いう方向で，リアリズムから逸脱している。『魔王』の逸脱のしかたとは鋭く対立するものと言

ってよい。

このように『シルトの岸辺』には「奇妙な戦争」の隠喩としての側面がある。無論，それだけ

で納得してしまうことは，おそらく読みを貧弱にしてしまうことになるだろうが，『シルトの岸

辺』のテクストをとおして「奇妙な戦争」の名が浮かび上がってしまう可能性を，百パーセント

否定してしまうことも，また難しいことである。

4．クノー『はまむぎ』

最後にレーモン・クノーの『はまむぎ』をとりあげる。これは1933年，つまり第二次大戦以前

の作品だから，理屈から言って，この作品の題材は第二次大戦ではないはずだ。しかしこの作品

を取り上げる理由は，この作品にどのような戦争が出てくるかを見ればわかる。

最終章で，リゾート地を訪れているピエールという登場人物が，ホテルの主人に見せられた新

聞記事を引用する。フランスがエトルリアと戦争に入ったという記事である。

《L’accord　qui　semblait　si　difficile　a　6tablir　entre　les　deux　tribus　est　enfin　r6alis6；afin　d’6viter

toute　discussion　future　relative　aux　responsabilit6s　de　la　guerre，　elles　se　sont　entendues　pour　agir　en

commun；la　date　pour　le　d6but　des　hostilit6s　est　fix6e　d’un　commun　accord　au　l　l　novembre．　Ce　lour

parait　sp6cialement　bien　choisi，　puisque　l’on　pourra　feter　ainsi　simultan6ment　un　armistice　et　une

d6claration　de　guerre．［＿」》》

《1）47∫5．－Les　lournaux　d’aulourd’hui　font　ressortir　les　dangers　que　courrait　la　civilisation　si　les

barbares　6trusques　6taient　vainqueurs．　Ils　font　remarquer　notamment　qu’ils　ne　parlent　pas　une　langue

indo－europ6enne，　qu’ils｝ouent　de　la　mandoline　et　qu’ils　mangent　du　macaroni．》

《P4ア∫5．－Le　roi　de　France，　Anatole，　et　la　reine　des豆trusques，　Miss　Aulini，　d6cident

d’interrompre　la　partie　de　b6sigue　par　correspondance　qu’ils　6taient　en　train　de　louer．【＿】〉》

《《Cβρo〃θ．－La　mobilisation　6trusque　se　fait　dans　le　plus　grand　enthousiasme．》

《P〃15．－La　meme　chose．》

《Nθ〃Yoγ々．－Le　connit　entre　la　Gaule　et　l’豆trurie　va　probablement　tourner　en　conflagration

mondiale．　Les　Ligures　et　les　Ibさres　vont　sans　doute　se　loindre　aux　Gaulois；les　Ombriens，　les　Osques
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　　　　　　　’?煤@les　V6nさtes　aux　Etrusques．　Le　peuple　polonais　a　d6clar6　qu’il　soutiendra　son　alli6e　de　toujours　et

qu’il　mettra　sa　Vistule　a　la　disposition　du　gouvermint　fronc6．》35）

この記事から読み取れることはいくつかある。まず『はまむぎ』のヨーロッパ地図は，読者の

現実とは異なっているということ。つぎに，そこに登場する国名や民族名は，オルセンナやファ

ルゲスタンのような作者オリジナルのものではなく，実在ではあるが古代史から取ったものであ

ること。エトルリアの首都がカプアであること。11月11日を休戦記念日と呼んでいることから，

作中の年代は第一次世界大戦よりも後の時代であること。にもかわらず，フランスが共和制では

なく，アナトール王に治められている王国であること。

先行研究によれば，エトルリア女王Miss　Auliniの名はMussoliniに由来するという36）。既に見

たとおり新聞記事では，エトルリア人はマンドリンを奏で，マカロニを食べるとされている。記

事の最後のほうで，フランスはガリアと呼ばれているし，さらにイベリア人などの古い名称が記

事に出ていることも目につき，これらはエトルリアをもってイタリアに換えたと見ることの傍証

となりうる。クノーはイタリアの状況に対し警鐘を鳴らす意味でこのような戦争を書いたのだろ

うか。

たしかに1933年当時，イタリアのファッショ化はフランスにとって気懸りであったに違いない。

例えば『はまむぎ』の3年後に，マルタン・デュ・ガールは『チボー家の人々』の『1914年夏』

の巻で，第一次大戦勃発時の社会情勢をリアリズム的に描いているが，その中で群集が「ベルリ

ンへ！ベルリンへ1」と街頭で大騒ぎしている場面は，緊迫する目下の政治状況を憂慮したマル

タン・デュ・ガールが，20年前の悲劇を改めてクローズアップしているように思われる。

いっぽう『はまむぎ』では，先ほどの記事の数頁後に，出征やナショナリストの暴動が描かれ

ている。マカロニ屋台が襲撃され，楽器屋のマンドリンが燃やされてしまう37）。また群集の合言

葉は「カプアへ！カプアへ！」である謝。さらにエトルリア人の蔑称としてCochesという表現が

出てきた，とも言われているが，言うまでもなくドイツ人の蔑称Bochesを真似て作ったものだ。

このことからわかるのは，クノーがこの架空の戦争の記述を，第一次大戦という過去の見聞をも

とにして構成しているという事実である。

この小説が書かれてしばらく後に，現実のフランスが属している連合国側と，イタリアが属し

ている枢軸国側が，敵味方に分かれて戦争になってしまった事実に，現在の読者は目を向けない

わけにはいかない。これは，記号の発信者がまだ存在しなかった対象を予見的に構成したあと，

のちに出現した特定の対象とその記号との関係を，後世の人間が認知するという，特殊な指示の

とらえ方である。こういった現象の例としてエーコは，レオナルド・ダ・ヴィンチが飛ぶ鳥や木

馬といった既知の対象の特性を組み合わせて，飛行機械という未知の対象を構成したことに触れ

ている。

En　observant　le　vol　des　oiseaux　et　un　petit　cheval　a　bascule，　un　homme　de　g6nie　comme　L60nard　de

Vinci　pouvait　imaginer　une　combinaison　de　propri6t6s　assorties（etre　plus　lourd　que　Pair，　avoir　des
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ailes　qui　battent，　constituer　un　modさle　dans　un　mat6riel　inerte　d’une　forme　organique）lui　permettant

de　d6crire　un　a6roplane，　de　postuler　un　monde　o血celui－ci　pourrait　etre　construit　et　d’orienter　ainsl

1’imagination　de　celui　qui　par　la　suite　penserait　a　le　construire．39）

レオナルドにとっての鳥や木馬に相当するのは，クノーのばあいは第一次大戦下の諸事実であ

り，作者はそれを材料として，SFでいうところの外挿extrapolationを行ったのだ。

虚構における対象指示の問題はおそらく，想像力のこのような働きを無視して議論することは

できないと思われるが，ここで『はまむぎ』が提起するもう一つの，より根本的な問題をめぐる

理論的展望を提示して，この論文を終ることにする。

5．理論的展望

もしエトルリアをイタリアと読み替えずに，字義どおり読んだらどうなるか。『はまむぎ』に

出てくるフランスは，現実のフランスと似ていながら異なっている，SFでいうパラレルワールド

であることがわかる。『はまむぎ』の世界は，読者の現実世界の分身ではあっても，意味論上大

きく異なっている世界，もしフランスと同時代にエトルリアが存在したら，という条件法の世界

と言ってもいいだろう。

マイナーなジャンルではあるが，パラレルワールド小説は文学理論に対して大きな反省を迫る

ような，問題を孕んだジャンルである。

ジョン・R・サールに従えば，ホームズもののドイルや『戦争と平和』のトルストイが，ホー

ムズやナターシャといった架空の対象について語っているときは，作者はその命題を主張するふ

りをしているだけだが，ロンドンやナポレオンといった実在する対象について語っているときに

は，作者は真面目に主張している，ということになる。だからホームズがベイカー街からパデイ

ントン駅まで地理上あり得ない経路で移動したら，それは作者がミスをしたことになると論じて

いる4°〕。パラレルワールド小説を念頭に置くなら，このサールの結論は，リアリズムを自明視す

るあまりの性急な結論だと批判されるべきものだろうω。実際にはエーコが挙げている例のよう

に読まれうるからだ。まず小説にパリが出てきたら，読者は現実のパリについての自分の知識を

使ってイメージを具体化するが，そのあと主人公がエッフェル塔の上にあるホテルに泊まること

になったと書いてあったとしても，小説が現実を正しく反映していないとサールのように嘆くの

ではなく，パリはパリでもこれは別のパリなのだ，と考えて，作中のパリについての自分の予断

を修正することができる42｝。

厳密に考えると，『ゴリオ爺さん』のようなリアリズム小説のパリでも，ゴリオ爺さんという

架空の人物が住んでいる点で，もう当時の現実のパリとは違うわけだから，すべての小説が広い

意味でのパラレルワールドということもできる。つまり「虚構世界は現実世界という広い世界の
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てみれば物語がリアリズムとして流通するために，この錯覚が必要とされたのだ。ヤコブソンも

嘆いているように姻，ロマン主義や詩が隠喩的思考と密接な関係にあることについてはさんざん

言われていても，リアリズムや散文が換喩的思考と密接な関係にあることについては，ちゃんと

述べている理論家がほとんどいない以上，どんなに当り前に思えてもここで強調しないわけには

行かない。ヤコブソンが言っているのはテクスト内の隠喩的・換喩的思考のことだが，同じこと

がテクスト世界と現実世界との関係についても言えるのではないだろうか。つまりロマン主義や

シュルレアリスムの小説が世界の隠喩を提供するのに対して，リアリズム小説は人生の断面une

tranche　de　vie，つまり世界の換喩を提供するということだ。

だからこの第二の特徴は，いくら見せかけのものでも，小説が読まれるために尊重され，自明

視される。マリー＝ロール・ライアンは物語が物語られることを正当化するような要点という意

味でnarrative　pointという概念を整理しているが，リアリズムの第二の特徴は，その一つを作り

出すものと思われる。ライアンはまずpointを内的なものと外的なものに分ける。内的pointとは

話を美的に正当化するもので，アイロニー，サプライズ，ユーモアなどの戦略的なものとか，好

まれるテーマを扱うといった内実に関するものとか，筋の中に意味論的な対立とか平行関係とか

多義性などが見られるというような形態上のものだったりする。いっぽう外的pointは，その話

を発信・受信する理由を語用論的に保障するもので，つまりテクストと発話状況との関係に関す

るものである。ライアンは六つを挙げている⑳。

（a）特定の聞き手がもともと好奇心をいだいている特定の話題だから

（b）その社会の蓋然性や道徳の規範から見て，突飛あるいはスキャンダラスだから

（c）本当の話だから（知人の噂話や政治ニュースや天気予報や芸能スキャンダル）

（d）語られている世界が現実世界に似ているから

（e）教訓があるから

（f）読者に特定の感情や反応や心身状態を与えるから（ホラーによる恐怖，ポルノによる性

的興奮，ギリシア悲劇による畏怖と憐欄）

19世紀に発達したジャーナリズムが（b）の「変った話だから」というのと（c）の「本当の話

だから」という理由によりかかっていたのに対して，同時期に発達したリアリズムは（d）の

「語られている世界が現実世界に似ているから」という理由に依存している。（d）についてライ

アンは次のように書いている。「特定の社会階層を描いたものとして，あるいは歴史上のある時

代を喚起するものとして，また現実世界の問題を表したものとして，さらにはあるタイプの人間

を描写したものとして，小説が読まれることもある。このばあい筋より人物や枠組みのほうが興

味の焦点となる」。このような書き方読み方は19世紀リアリズムならではのものであり，このよ

うな興味の持ち方がリアリズムの第二の特徴と相互に補強しあったと言えるだろう。かつては，

一般論的抽象的な教訓とか，世界の起源に関する説明といったものが物語を語ることを正当化す

る要因となった時代もあったが，実証主義的19世紀の産物である近代小説では，現実世界の基準

から見て説得力をもつことが，物語られる価値の基準になったということだ。

『魔王』は現実世界に適用される戦争裁判の記録をふんだんに利用することによってこの第二
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の特徴を利用するが，これは第2節で見たとおりほとんど悪用と言っていいのであって45），歴史

小説というものに対する読者の期待を最終的にきれいに裏切ってしまうためにのみ，裁判記録が

使われている。これに対し『シルトの岸辺』では，現実から切り離された枠組みを用意して，そ

の中で架空の国同士が現実の歴史の一部分を模倣する。歴史とか地理に関する断片的情報は読者

に対してふんだんに与えられるが，いざ物語の枠組みの位置を確定しようとすると，それらの手

懸りがほとんど無効になってしまう。これはいわば形の上では第二の特徴を尊重しながら，実効

上はぜんぜんそれが生かされていないような状態だ。最後に『はまむぎ』は，この第二の特徴が

論理的に見てただ見せ掛けだけのものにすぎないということを暴露する。しかも最後のほうで明

かされるため，読者としては，『はまむぎ』に騙されていたというより，他の全ての小説でも騙

されていたのだと気づかせられる。読者が実はどんな慣習にのっとって小説を読んでいるかを明

らかにすることによって，文学理論に反省を迫るものとなっている。

実作がつねに理論に反省を迫るだけではない。その理論がまた，それに先行する理論や小説観，

ひいては文学研究に反省を迫る。このことは前述のサールへの批判にとどまるものではない。先

に引き合いに出したヤコブソンの慨嘆は，文学の受容や研究の場における発想法・論文産出量の

偏向にも向けられたものなのである。

【＿lquand　le　chercheur　construit　un　m6talangage　pour　interpr6ter　les　tropes，　il　poss6de　des　moyens

plus　homog6nes　pour　manier　la　m6taphore，　alors　que　la　m6tonymie，　fond6e　sur　un　principe　diff6rent，

d6fie　facilement　Pinterpr6tation．　C’est　pourquoi　rien　de　comparable　a　la　riche　litt6rature　6crite　sur　la

m6taphore　ne　peut　etre　cit6　en　ce　qui　concerne　la　th60rie　de　la　m6tonymie．［＿】Ce　n’est　pas　seulement

Pinstrument　d’analyse　mais　aussi　Poblet　de　Panalyse　qui　expliquent　la　pr6pond6rance　de　la　m6taphore

sur　la　m6tonymie　dans　les　recherches　savantes．　Puisque　la　po6sie　est　centr6e　sur　le　signe　alors　que　la

prose，　pragmatique，　Pest，　au　premier　chef，　sur　le　r6f6rent，　on　a　6tudi61es　tropes　et　les　figures

essentiellement　comme　des　proc6d6s　po6tiques．［．．．】la　m6taphore　pour　la　po6sie　et　la　m6tonymie　pour

la　prose　constituent　la　ligne　de　moindre　r6sistance，　ce　qui　explique　que　les　recherches　sur　les　tropes

po6tiques　soient　orient6es　principalement　vers　la　m6taphore．　La　structure　bipolaire　effective　a　6t6

artificiellement　remplac6e，　dans　ces　recherches，　par　un　schさme　unipolaire　amput6，　qui，　de　mani6re

assez　frappante，　cdncide　avec　l’une　des　formes　d’aphasie，　en　l’occurence，　le　trouble　de　la　contiguit646）．

ここでは詩の研究を隠喩論にしてしまい易いという文学研究の発想が，隣接性異常の失語症と

同じ構造を備えたものとしてとらえられている。いっぽう我々にとって重要なのは，リアリズム

小説に対して盛んに行われる「神話的」「象徴的」読解と呼ばれるものが，隠喩的思考の持つ自

由度に依拠するあまり自動化していないだろうか，という問題であろう。作品の一節を解釈する，

あるいはテクスト内の諸要素同士の関係の意味を問う，という行為は，ティフォージュがやった

ような恣意的な象徴探し，深読み，過剰解釈と常に隣り合わせなのかもしれない。

@　　）
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「リアリズム」とは複数の条件に分解可能なものであり，20世紀小説が19世紀的リアリズムか

ら逸脱したと言うとき，その逸脱のしかたを一纏めにしてしまうわけにはいかない。

個々の作品がリアリズムのどの特徴から，どのように逸脱したのかを検証することによって，

20世紀小説の多様な試みを理論的に位置づけることができるだけではない。逆に，リアリズムを，

素朴で基本的な小説のありようとしてではなく，歴史的に発達した複雑精妙な「諸属性の集合体」

として分析することも，この種の詩学的な分解の試みによってのみ可能となるはずである。
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